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１．薬剤のTraceabilityは非常に複雑
２．Traceabilityを実現するためには素データの簡便な
取得こそが必要である。
６W１Hの正確な取得が出来なければ何をTraceする
のかがわからなくなる。

３．Traceabilityはあくまで患者安全に利用されるべき
４．Traceabilityが取得できれば経営改善につながる
５．Writingを行わないならCostをかけてRFIDを導入する
意味は全くない。GS1で十分！！

６．『混注』と言う行為がある以上、混注認証と言う行為が
大切であって、すべての薬剤データを実施まで引っ張る
意味など皆無！！

７．どうすれば現場が楽になるか？と言う議論が無い

特定生物材料は20年間の管理が義務
付けられている
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・内視鏡業務支援への取り組み
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